
但

馬

菌

郡

家

試

考

中

林

保

『
句
名
抄
』
の
但
馬
国
は
朝
来
・
出
石
・
気
多
・
城
崎
・
美
含
・
二
方
・
七

美
の
八
郡
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
但
馬
は
『
記
』
・
『
紀
』
に
「
多
遅
麻
」
・

「
国
道
間
一
と
あ
り
、
土
着
し
た
新
羅
の
王
子
「
十
六
日
槍
」
の
伝
説
な
ど
数
多

く
記
さ
れ
て
お
り
、
早
く
か
ら
中
央
政
権
と
の
結
び
つ
き
が
推
定
で
き
る
e

か
し
、
律
令
時
代
の
地
方
行
政
の
中
心
地
、

と
く
に
但
馬
菌
内
の
八
郡
の
郡
家

位
置
の
解
明
は
お
く
れ
、
そ
れ
に
関
す
る
文
献
や
考
古
学
的
報
告
は
皆
無
に
ひ

と
し
い
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
古
墳
や
式
内
社
な
ど
の
古
代
遺
跡
、

と
く
に
地

籍
図
の
コ
ア
ザ
地
名
の
検
討
を
も
と
に
現
地
踏
査
を
お
こ
な
い
、
そ
れ
ら
の
位

費
解
明
を
試
み
た
。

一
、
但
馬
毘
の
筏
観

但
馬
は
中
国
山
地
の
東
縁
、
箔
但
山
地
の
北
半
に
位
置
す
る
。
盟
の
大
半

は
山
地
で
平
野
は
東
部
の
円
山
川
流
域
を
除
く
と
狭
小
で
、

西
部
酔
の
影
田
川
・

矢
田
川
下
流
に
わ
ず
か
に
ひ
ら
け
る
。

但
馬
の
縄
文
遺
跡
は
円
山
川
の
支
流
、

八
木
川
の
上
流
、
矢
田
川
の
上
流
な

ど
の
海
抜
高
度
の
比
較
的
高
い
高
原
地
帯
を
中
心
に
分
布
す
る
。
弥
生
遺
跡
は

写会
P

{

l

)

日
高
町
の
称
布
ケ
森
、
豊
岡
市
気
比
に
代
表
さ
れ
乙
よ
う
に
円
山
川
流
域
な
ど

の
低
地
に
分
布
す
る
。

古
墳
分
布
も
、
図

l

k
示
す
と
お
り

円
山
川
流
域
に
偏
在
す
る
。

流
域
の
古
墳
分
布
は
お
お
ま
か
に
地
域

E
A
U
す
る
と
三
つ
の
地
域
に
分
け
る
こ 出

と
が
で
き
る
。

そ
の
一
は
、
豊
岡
盆
地
か
ら
出
石
盆
地

K
か
け
て
の
地
域
で
、

お
も
な
古
墳
に
森
屠
古
墳
(
豊
岡
市
森
尾
)

茶
白
山
古
墳
(
出
石
町
谷
山
)

が
あ
る
。

そ
の
こ
は
円
山
川
上
流
の
朝
来
・
和
田
山
盆
地
で
あ
る
。
こ
の
地
敏

氏
は
但
馬
国
最
大
の
池
田
吉
槽
芳
和
田
均
一
町
平
野
)

-
船
宮
古
墳
(
朝
来
町
桑

し
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市
)
が
あ
る
。
そ
の
三
は

fmJ排
出
域
の
中
間
一
で
、
八
木
川
が
巴
い
山
凶
山
川
に
ム
ロ
す
る
合

流
点
地
技
で
あ
る
。
代
表
的
占
墳
に
上
山
古
墳
(
久
、
鹿
町
富
木
)
が
あ
る
。

こ
の
地
域
区
【
サ
は
但
馬
に
お
け
る

J

大
き
い
、
神
社
の
分
布
と
も
一
致
す
る
。

『延士且官
4
H
A

』
に
よ
る
但
馬
宣
の
え
内
社
は
、
開
楽
部
九
窪
、
養
父
郡
三

og一、

出
石
郡
二
三
座
、
気
ち
郡
一
二
座
、
校
時
都
二
一
座
、
美
含
郡
一
二
座
、
二
方

部
三
座
、
七
美
郡
一
〈
じ
い
一
匹
の
合
計
一
一
一
一
一
座
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
十
へ
き
U

神
社
は
出
石
郡
の
出
石
神
社
、
朝
一
楽
部
の
粟
交
神
社
、
差
父
郡
の
養
父
神
社
で

あ
る
叫

出
石
神
社
は
そ
の
一
の
地
域
に
所
在
し
、
新
聞
維
の
王
子
「
天
白
槍
」
の
も
た

ら
し
た
神
宝
を
記
る
神
社
と
し
て
名
高
い
。
『
日
本
書
紀
』
は
天
臼
槍
の
子
孫

と

7
c
「
F
F一
一
昨
常
喜
一
遅
麻
毛
理
)
」
を
「
三
宅
速
の
詑
七
ー
で
あ
る
と
記

し
て
い
る
。

三
宅
連
が
豊
岡
盆
地
平
出
石
盆
地
に
勢
力
を
も
ち
古
墳
の
造
営
を

お
こ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
ζ

J

O

朝
来
・(5) 

古
墳
を
造
営
し
た
氏
族
は
侶
一
馬
冨
造
家
で
あ
る
-

hF

主

主

る

の

否

一

但
篤
一
出
進
の
出
自
は
『
古
事
記
』
に
一
大
多
牟
坂
王
が
叫
ん
和
位
一
広
範
的
制
同
比
一

薬
用
托
神
社
は
そ
の
二
の
地
域
に
所
を
す
る
。

葉
鹿
神
社
を
信
奉
し
、

和
田
山
盆
地
に
勢
力
を
も
も

J

、

と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
三
の
地
域
に
は
祭
神
を
「
大
己
資
命
一
と
す
る
養
父
神
社
が
所
在
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
信
奉
し
古
境
の
造
営
に
あ
た
っ
た
氏
族
は
は
っ
き
ち
し
な
い
。

以
上
の
よ
「
に
、
大
き
い
二
符
社
を
中
心
に
そ
の
付
近
に
吉
晴
慣
が
凝
集
す
る
円

山
川
の
流
域
こ
そ
が
古
代
伝
馬
国
で
友
る
と
の
説
ー
も
あ
い
ル

但
馬
西
部
・
山
疋
田
川
流
域
の
「
二
方
昌
一
も
史
料
に
登
場
す
る
。

は
『
旧
事
本
紀
』
に
「
二
一
方
自
造
、
志
賀
高
穴
穏
朝
御
也
、

d
ろ

安

ノ

ミ

本

7
f包
、
ヲ
ト

{00
一

狛
一
奴
命
孫
美
尼
和
ム
叩
乏
鴎
圏
造
一
と
あ
る
。

出
そ予
三三と

国
と~
工旦 ー「

ti1方
選ゥ国

『
特
選
神
名
牒
』
に
よ
る
と
、

但馬国の式内主土・廃寺跡・古代行政推定国

i r兵庫県副 ft時史j等よ町作成)
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す
-

祭
神
を
「
大
己
責
ム
叩
」
と
し
「
国
造
の
犯
を
写
る
」
と
す
る
式
内
社
二
方
神
社

自

K
配
ら
れ
て
い
w

る
。
両
神
社
は
岸
田
川
中
・
下
流
域
に
所
を
す
る
。
ま
た
、

が
浜
坂
町
指
託
、
祭
神
を
「
美
尼
布
命
一
と
す
る
式
内
社
面
沼
神
社
が
温
泉
町
竹

山一再

B
川
流
域
の
古
墳
は
、
浜
坂
町
戸
田
の
「
ひ
さ
ご
塚
」
古
墳
を
は
じ
め
母
国

せ
る
。

「
二
方
一
国
一
の
中
、
レ
地
域
今
一
想
定
さ

川
下
流
の
浜
坂
平
野
に
数
多
く
円
分
布
t
}

、



し
か
し
、
古
墳
や
式
内
社
の
ハ
オ
布
か
ら
し
て
も
、
但
宅
軍
全
住
の
中
心
h
M
)

は

円
山
川
流
域
で
、
律
令
時
代
の
但
庄
内
国
府
も
こ
の
流
按
に
お
か
れ
て
い
M

た
こ
と

J
J

容
易
に
推
定
で
き
る
。

但
馬
由
良
川
の
所
在
地
ば
『
和
名
抄
』
に
「
国
符
在
気
多
郡
一
行
程
土
七
日
下
回

日
一
と
あ
町
、

向
山
川
中
流
域
の
日
高
町
府
一
市
川
崎
巧
付
近
日
が
そ
の
位
置
に
比
定
さ

一
“
日
本
後
紀
』
の
廷
穏
口
二
三
(
八
と
四
)
隼
正
月
の

条
に
{
暗
唱
包
駕

E
v一
口
於
気
守
丹
、
郡
高

E
Z
一
と
あ
町
、
現
在
比
定
さ
れ
て
い
る
但

E
n
E
符
は
一
位
春
二
三
」
一
一
一
以
後
炉
え
の
で
、
そ
れ
以
前
の

b
-
nリ
J

同
町
一
の
場
所
に
お

れ
て
い
ザ
令
O

L

」
こ
司
つ
J
f

が
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
位
置
に
出
石
金
地
誌
と
気
多
託
誌
が

コ)

ふ
る
c

前
者
は
一
十
六
自
信
一
の
出
石
給
一
一
社
の
存
在
後
者
山
中
太
政
官
符
伝
達
使

節
・
国
分
寺
・
霊
団
の
存
在
一
日
)
を
そ
の
お
も
な
論
拠
ニ
し
て
い
る
。

延
暦
二
三
平
に
高
田
認
へ
遷
さ
れ
た
但
馬
国
府
に
つ
い
て
は
『
国
即
日
付
誌
』

(ぷ

・
薬
剤
謙
二
郎
・
石
田
松
蔵
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
但
馬
国

有
は
日
高
町
府
市
場
の
コ
マ

J

ザ

「
土
手
上
」

-
「
土
手
下
」

「
土
手
辺
一
付

近
を
一
烹
限
と
す
る
十
万
六
町
一
を
そ
の
府
伐
と
す
る
。

二
、
郡
家
跡
想
定

什
朝
来
郡
家

『
和
名
抄
』
の
務
楽
部
4
J

円
山
川
よ
流
域
で
但
馬
一
団
一
南

一
東
端
に
位
置
し
、
山
口
・
桑
市
・
他
国

-
E
H
津
・
東
河
・
朝
来
・
粟
惑
了
磯
町
昨

わ
ヘ
郷
を
管
す
る
e

『
六
日
t
h

地
名
辞
書
』
は
朝
来
町
出
の
郡
司
に
つ
い
て
「
表
4
4
の
次
回
つ
正
八
位

下
荒
烏
と
い
ふ
も
の
桑
原
の
朝
廷
よ
れ
つ
な
良
朝
廷
ま
て
此
誌
の
♂
大
領
と
な
る
。

(日)

其
玄
孫
従
八
位
上
国
寺
、
延
暦
二
十
年
六
領
と
為
る
」
と
記
し
て
い
る
が

一
示
の
位
置
の
記
述
は
な
い
。

『
日
本
計
)
号
十
」
t
H
』
y
J

「
削
判
烹
認
一
の
一
取
に
一
一
矢

ノ

ノ

(

は

一

)

還
暦
笈
土
記
与
制
一
馬
務
手
里
二

z

号
八
一
望
叩
否
認
来
氏
一
昨
宮
、
後
託
家
を
レ
比
一
と

記
し
て
い
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
V

し
か
し
、
朝
来
郡
衰
の
位
置
は
引
郡
名
を
負
号
館
M

で
あ
る
こ
と
か
ら
朝
来
郷
、

①
の
ち
に
但
庄
司
一
宮
と
称
せ
ら
れ
る
式
内
社
百
世
間
究
神
辻
の
所
在
か
ら
そ
の
添
い
社

付
近

必
前
方
後
円
晴
引
な
ど
の
大
型
古
墳
の
葉
一
集
す
る
こ
と
か
ら
和
田
山
付
近

の
三
地
域
を
空
定
地
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

G

引
の
朝
来
認
の
空
域
は
『
大
日
本
地
名
辞
書
」
一
に
「
今
与
布
土
村
同
乏
な
る
ヘ
ー
一
日
一

と
あ
り
、
『
片
山
入
袴
但
E
~
ソ
多
才
一
に
も
一
凡
そ
542苛
土
豆
よ
り
滝
田
幸
烹
辺
ま
て
を

か
け
て
の
ナ
八
一
三
ア
よ
る
へ
い
」
と
あ
る
。
沼
和
二
九
年
の
合
併
で
に
雲
町
こ
な

る
ま
で
の
与
布
土
村
に
は
体
、
木
・
溝
鼠
一
一
-
喜
タ
ヤ
垣
・
迫
間
・
与
布
土
・
森
・
二
一

田
市
一
・
純
一
回
・
坪
内
の
集
落
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
集
苓
の
『
二
ザ

今
一
検
べ
た
が
、

郡
一
奈
が

d

を
想
定
で
き
る
も
の
は
倹
出
で
き
な
か
っ
た
c

1 7 ← 

引
の
葉
由
化
神
社
よ
出
古
木
町
票
獲
に
柁
ら
れ
て
い
w

る
。
有
事
、
鹿
神
社
は
き
徳
天
皇

の
子
有
明
皇
子
の
宅
の
表
米
喜
一
一
一
エ
j

u

九
九
粟
震
に
流
さ
れ
、

の
も
粟
廃
明
神
乃
川
刷
け

に
よ
円
畏
、
回
一
向
一
践
の
来
諸
問
を
討
ち
退
け
た
。
表
米
の
子
の
と
ぎ
「

B
T
部
一
の

す
)
3

え
に
か
え
て
章
一
様
一
押
せ
を
泰
祭
し
た
と
い
う

G

そ
う
な
る
と
、
さ
き
に
述
べ

だ
朝
来
郡
の
十
べ
領
、
と
薬
師
孔
い
潟
村
一
の
関
係
が
准
{
疋
で
き
¥

郡
吉
宗
も
神
社
付
近
に
お

か
れ
て
レ
た
こ
と
も
考
え
ち
れ
る
。

油
社
付
近
か
a

り
は
蕊
家
跡
を
桁
じ

E-

、

し
か
し

止
に
さ
せ
る
コ
ア
ザ
や
考
古
学
的
調
査
報
告
に
妥
し
な
レ
。

貯
の
和
田
山
J
U

向
山
川
の
支
夜
・
朝
来
川
と
与
一
布
土
川
が
円
山
川
に
合
す
る

合
流
地
域
の
小
盆
地
に
あ
る
が
、

円
山
川
流
域
と
鰭
磨
国
市
川
流
域
を
つ
な
ぐ

南
北
十
子
、
一
惑
の
菱
地
で
あ
る
。
盆
地
周
辺
の
山
ろ
く
や
丘
陣
地
に
は
冬
数
の
古
境

君E

が
分
布
す
る
。
全
長
一
二
八

m
、
彼
円
部
径
六
団

m
の
但
馬
最
大
の
前
方
後
円

俗
で
あ
る
池
出
あ
積
(
和
田
山
町
平
野
)

一
二
角
um
神
野
鏡
三
面
を
ふ
く
む
鏡



'
」
ル
』

rb

六
一
聞
の
ほ
か
盆
・
釧
・
琴
柱
形
な
ど
の
石
製
品
・
玉
類
・
鉄
器
な
ど
の
豊
富
な

hoo-

副
務
口
聞
が
出
土
し
た
城
ノ
山
円
墳
(
和
田
山
町
平
野
)
な
ど
の
大
型
古
墳
の
凝

集
は
有
力
豪
族
の
存
在
を
准
定
さ
せ
る
。

し
か
し
、
地
籍
図
の
コ
ア
ザ
は
和
田

山
で
「
村
ノ
上
」

-
「
村
ノ
中
」

「
村
ノ
下
」
、
南
隣
の
市
御
堂
で
「
長
老

ヶ
谷
」
、
法
楽
寺
で
「
丁
包
」
、
比
治
で
「
大
門
」
、

来
川
が
合
す
る
玉
置
で
「
了
田
」

ま
た
、

与
布
土
川
と
朝

-
「
中
路
」

「
呈
之
内
」

「
里
之
蔽
」

な
ど
で
、
郡
家
跡
比
定
可
能
な
も
の
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
三
地
域
と
も
郡
家
跡
比
定
の
決
め
手
と
な
る
も
の
は
検
出
で

ぎ
な
い
。

し
か
し
、
但
馬
最
大
の
前
方
後
円
境
・
鏡
な
ど
多
量
の
副
務
品
の
出

土
し
た
円
墳
の
存
在
、
き
p

り
に
、
受
通
上
の
要
地

K
位
置
す
る
こ
と
か
ら
推
定

す
る
と
和
田
山
付
近
を
郡
家
想
定
地
の
最
有
力
地
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

∞
養
父
郡
家

『
和
名
抄
』
に
よ
る
養
父
郡
は
糸
井
・
石
禾
・
養
父

軽
郡
・
+
へ
屋
・
三
万
・
逮
屋
・
養
奮
・
浅
間
・
遼
佐
の
十
郷
で
あ
る
。
養
父
郡

の
お
も
な
郡
域
は
円
山
川
の
中
流
に
合
す
る
へ
木
川
・
大
屋
川
の
流
域
で
あ
る
。

養
父
郡
街
に
つ
い
て
は
『
続
日
本
紀
』
の
承
和
七
(
八
四

O
Y年
五
月
の
条

K

「
養
父
郡
兵
庫
鼓
無
官
夜
鳴
、
声
昂
数
塁
-
」
と
あ
る
。
し
か
し
.
郡
家
位
置

K

つ
い
て
の
文
献
・
史
料
は
現
存
し
な
い
。
『
日
本
地
理
史
料
-
が
郡
名
を
負
う

「
養
父
一
郷
」
の
項
で
「
訓
義
点
上
、
郎
副
型
車
川
↑
均
一
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
国
府
や
郡
家
は
旧
ミ
ヤ
ケ
の
地
に
お
か
れ
た
も
の
が
多
い
と

(辺

い
わ
れ

2
そ
れ
に
つ
い
て
の
事
例
報
告
も
あ
る

G

養
父
郡
内
に
も
現
在
の
関
宮

ヤ
プ
ノ
ミ
ヤ
ケ

「
養
父
三
毛
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
養
父
三
宅
」
は

町
に
大
字
三
宅
が
あ

η'
、

円
山
川
の
支
流
・
八
木
川
の
小
河
谷
平
野
に
あ
る
。
付
近
は
沃
野
に
乏
し
い
が

『
延
喜
式
』
の
山
陰
道
が
通
過
し
、
隣
接
す
る
へ
鹿
町
八
木
に
は
「
養
香
駅
」

(

明

'

主

ヤ

グ

が
お
か
れ
る
交
通
上
の
要
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
養
父
三
宅
」
が
「
屯
倉
」

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
な
く
、
現
在
の
地
名

K
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
郡
家
地
へ
の
変
移
を
実
証
す
る
も
の
は
な
く
、
地
籍
図
の
コ
ア
ザ

に
も
「
二
反
田
」

-
「
中
島
」

「
写
堂
一
な
ど
が
検
出
さ
れ
る

「
大
畑
」

の
み
で
、
郡
家
地
を
想
定
で
き
る
積
極
的
な
手
掛
り
は
な
い
。

郡
名
を
負
う
養
父
郷

K
は
養
父
町
の
氾
養
父
市
場
一
村
が
比
定
さ
れ
て
い
唱
。

旧
養
父
市
湯
村
に
は
市
場
・
鉄
屋
米
地
・
日
米
地
・
奥
米
地
・
大
薮
・
薮
崎
の
六
集
落
が

「
夜
夫
坐
抽
什

あ
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
の
市
場
に
は
『
延
喜
式
』
の
名
神
大
社
・

(
養
父
神
社
)
が
記
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
.
付
近

κ
は
禁
裏
塚
古
墳
・
将

社
」ー

軍
塚
古
墳
な
ど
の
大
型
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
古
墳
需
が
分
布
す
る
が
、

「
段
ノ
谷
」
、
厳
崎
に
「
堂
ノ
上
」
な
ど

地
位
時
国
で
は
市
場
に
「
大
塚
前
」

の
コ
ア
ザ
が
検
出
さ
れ
る
程
度
で
、
郡
家
跡
を
比
定
で
き
る
も
の
は
検
出
き
れ

-
i
h

、。

4
F
1

・、

し
か
し
、
養
父
郡
内
で
の
交
通
的
位
量

萎
父
抽
門
社
・
大
型
古
墳
の
存

-18 -

を
な
ど
を
考
え
る
と
、
大
屋
川
が
円
山
川
に
合
す
る
合
流
点
近
く
の
養
父
市
一
場

付
近
に
郡
家
は
お
か
れ
て
い
v

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

白
出
石
郡
家

め
、
小
坂
・
安
美
・
出
石
・
{
豆
腐
剖
・
犠
野
・
高
橋

-
a
R
母
の
七
郷
で
嘩
閣
成
さ
れ

出
石
郡
は
但
馬
北
東
部
の
出
石
川
・
穴
見
川
流
域
を
占

て
い
る
。

出
石
郡
家
の
位
置
は
出
石
郷
と
安
美
郷
の
二
郷
を
想
定
地
と
す
る
こ
と
が
で

『
日
本
地
理
志
料
司
が
「
出
石
郷
」
に
「
名
義
見
ν

上
、
古
郡

安
住
日
比
、
郡
名
因
起
(
す
と
記
す
よ
う
に
、
郡
名
を
負
う
郷
で
あ
り
、
『
記
』
・

る

前
者
は

『
紀
』
の
「
天
日
鎗
」
で
知
ら
れ
る
『
延
喜
式
』
の
名
袴
大
社
「
伊
豆
吉
弘
之
神

(
出
石
神
社
)
が
所
在
す
る
こ
と
に
よ
る
。

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
に
よ

る
出
石
郷
は
「
今
出
石
町
，
及
び
其
北
部
宮
内
汗
・
水
上
・
長
監
守
の
均
一
で
、

社出
石
盆
地
の
中
心
地
域
で
あ
る
。
盆
地
の
主
邑
出
石
は
中
世
は
山
名
氏
、
近
世



は
仙
石
氏
三
万
石
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
出
石
神
社
は
盆

地
中
央
部
の
出
石
町
宮
内
氏
柁
ら
れ
て
お
句
、
出
石
郷
に
郡
家
が
お
か
れ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
出
石
得
社
付
近
か
出
石
町
の
市
街
付
近
が
想
定
地
と
な
る
。
そ

「
シ
イ
市
場
」

-
「
大
平
治
」

こ
で
、
地
籍
図
に
よ
る
コ
ア
ザ
の
検
出
を
お
こ
な
っ
た
が
、
宮
内
で
「
坪
ノ
内
」

「
小
町
谷
」
、

ま
た
出
石
町
出
石
で
は
、

「
大
内
」
、
隣
接
す
る
長
砂
で
「
雫
ケ
坪
」
、

鳥
居
で
「
着
座
」

「
ク
コ
毘
」

t-----"'" N 

，.森尾古寝

⑮式内社中島神社

目白 萎琳罵寺跡

¥ 綴本

北滞 1 

t 

前包

縮尺イ、liiJ

「
一
町
坪
」

「
八
反
坪
」
な
ど
条
里
地
名
の
ほ
か
は

「
馬
場
町
」

材

木
町
」

「
内
町
」
な
ど
の
城
下
町
に
関
係
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
郡
家

跡
解
明
の
手
掛
り
と
な
る
も
の
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

後
者
の
安
美
郷
は
豊
岡
市
安
良
・
上
鉢
山
・
香
住
・
立
石
・
森
喜
・
一
二
宅
・

市
場
・
奥
野
・
倉
見
・
長
谷
の
穴
見
川
流
域
の
二
集
落
で
あ
話
こ
れ
ら
の

な
か
の
森
尾
の
「
市
尾
一
に
あ
る
森
寝
古
寝
か
ら
は
一
正
飴
一
元
(
二
回
ご
)
箪

榛
且
定
作
鏡
自
有
経
連
本
一
一
B
-州
汁
一
衿
一
地
合
等
知
金
石
保
子
宣
孫
」
の
銘
を
も
っ
三

(辺

笥
縁
神
獣
鏡
が
出
土
し
て
い
る
森
尾
古
墳
改
谷
院
の
奥
で
比
一
口
問
二

τm位
の

イ
女
叫
，
，
も
、
包
守
ケ

丘
陵
上
に
あ
り
、
そ
の
西
側

κ
は
「
出
石
三
毛
」
の
豊
田
阿
古
三
宅
が
あ
る
。

豊岡市三宅・森尾の地藷図

「
出
石
三
毛
」
も
「
屯
倉
一
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
記
し
た
史
料
ば
現
存
し
な
い

あ越
っ来

たつ
2星
空部.
官 Jす
dコ」ー
民 と
が あ
移 η

住
し 秋

て本

来吉

屯 2
と「
ti 兵
記康
し 県
て出
レ石
る君TJ3 

G 神一也

登美馬
岡村富

市三三

二毛_f.
:fに

カ:

『
播
磨
国
風
土
記
』
の
「
越
部
皇
」
の
条
に
「
一
云
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は
六
見
川
流
域
の
豊
岡
か
ら
京
都
有
峰
村
へ
歪
る
街
道
上
で
あ
る
。
集
落
は
{
へ

見
川
が
開
析
し
た
狭
小
な
河
谷
平
野
を
か
こ
む
丘
陵
位
当
地
め
山
ろ
く
に
立
地

ず
司
令
。
集
客
背
後
の
丘
地
上
の
コ

7

ザ
「
ト
ウ
屋
敷
」
に
は
白
鼠
閉
め
纂
淋
廃

妄
ー
が
あ
り
、
前
面
の
「
神
宮
」
に
は
式
内
社
中
島
神
社
が
所
在
す
る
。
ま
た
、
現

図3

在
で
は
耕
地
の
区
画
整
理
が
進
ん
で
い
る
が
、
集
落
付
近
の
水
田
地
帯
は
条
里

(
叩
}

制
が
施
行
さ
れ
長
地
形
地
割
が
検
出
さ
れ
た
と
の
報
告
も
あ
ξ
-

一
長
地
形
地
割

の
円
分
布
は
五
・
六
世
紀
の
間
に
盛
ん

κ設
置
さ
れ
た
ヤ
マ
ト
鰐
廷
直
略
領
で
あ

h
A
U
d
 

a
p
g
O
N
 

る
ミ
ヤ
ケ
や
、
国
府
・
郡
家
と
一
致
す
る
場
合
が
多
レ
と
レ
う
d

「
出
石
三
宅
」

も
「
三
宅
」
地
名
以
外
に
は
所
在
地
を
推
定
さ
せ
る
手
鎖
句

e

と
な
る
も
の
は
な

い
が
、
長
地
形
地
割
・
廃
寺
跡
・
式
内
祉
な
ど
の
存
在
か
ら
推
定
す
る
と
、
大

化
的
問
代

κ
ミ
ヤ
ケ
が
設
監
さ
れ
、

そ
の
後
そ
れ
が
郡
家
へ
変
移
し
た
の
か
も
知



れ
な
い
。

推定但馬国府跡付近のコアザ分布 (臼高町，府中毒行，

F守m場.猫.土居.松岡.上/誌の地籍図より作成)

図4

そ
う
な
る
と
、
薬
琳
廃
寺
は
郡
領
寺
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

郡
街
地
に
は
中
島
神
社
に
北
接
寸
'
る
コ
ア
ザ
「
高
屋
」

「
師
陣
南
台
」

ま
た
、「

御
震
敷
-
付
近
の
徴
高
地
が
想
定
地
と
な
る
。

刷
気
多
郡
家

一
気
宿
命
郡
は
円
山
川
中
流
域
を
占
め
、

『
和
名
抄
』
で
は

太
多
・
三
方
・
楽
前
・
官
向
田
・
高
生
・
狭
沼
・
賀
陽
の
八
郷
を
管
す
る
。
気
多

郡
街
氏
関
す
る
史
料
も
『
続
日
本
後
紀
』
の
承
和
七
(
八
四

O
)
年
五
月
の
条

声
知
一
付
鼓
-
」
と
あ
る
が
、
郡
兵
庫
の
お
か
れ
た
郡

家
位
置
を
示
す
文
献
や
史
料
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
高
田
郷
は
但
馬
菌
府

の
所
在
地
で
あ
り
、
郡
家
も
そ
の
付
近
に
お
か
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ

に
「
気
多
郡
兵
庫
鼓
白
鳴

こ
で
、
但
馬
国
府
想
定
地
付
近
の
日
高
町
府
中
新
・
府
市
場
・
上
之
郷
・
土
居

な
ど
の
地
籍
図
で
コ
ア
ザ
を
検
ベ
た
。
そ
の
結
果
、
府
市
場
で
「
今
郡
」
の
コ

ア
ザ
を
検
出
1
4

た
(
図

4
参
照
)
。

「
今
郡
」
を
郡
家
関
係
の
地
名
と
考
え
れ

ば
、
気
多
郡
家
は
但
馬
国
府
西
辺
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
但

馬
盟
府
と
あ
わ
せ
た
、
考
古
学
的
方
法
に
よ
る
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
『

E

国
妓
崎
郡
家

円
山
川
下
流
域
の
豊
岡
盆
地
を
占
め
る
城
崎
郡
な
『
和

名
抄
』
に
新
田
・
波
崎
・
一
一
一
江
・
奈
佐
・
由
結
・
齢
一
戸
の
六
郷
が
記
艶
賦
さ
れ
て

い
る
。
減
航
肘
説
家
位
置
に
つ
い
て
は
『
日
本
地
理
志
料
』
が
「
一
坂
崎
市
包
一
の
項

に

「

著

者

郡

家

在
ν此

、

郡

名

因

告

と

記

し

、

主

主

主

室

主

一

事

想
定
地
と
し
て
い
る
。
同
娯
崎
郷
は
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
に
よ
る
と
一
今
人
条

村
・
豊
岡
町
是
な
り
」
汗
あ
る
。
八
条
一
村
・
豊
岡
町
は
昭
和
八
年
合
併
し
豊
岡

20 

町
と
な
り
、

昭
和
二
五
年
周
辺
町
村
を
合
併
し
て
豊
岡
市
と
な
っ
た
.

そ
こ
で

豊
岡
市
役
所
の
地
籍
図
で
コ
ア
ザ
の
検
討
を
試
み
た
が
、
市
街
化
に
よ
る
地
名

-
地
番
の
変
更
が
お
こ
な
わ
れ
、
十
分
な
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
。
城
崎
託
内

の
古
墳
な
ど
の
遺
跡
分
布
か
ら
す
る
と
豊
岡
付
近
に
郡
家
は
お
か
れ
て
い
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

悦
美
含
郡
家

竹
野
川
流
演
と
矢
田
川
下
流
域
の
美
含
郡
に
は
『
和
名

抄
』
の
佐
須
・
竹
野
・
香
住
・
美
含
・
長
井
・
絵
戸
の
六
郷
が
あ
る
。
昔
十
六
含
郡

家
位
置
に
つ
い
て
も
『
日
本
地
理
志
料
』
が
、
郡
名
を
負
号
何
初
で
あ
る
こ
と
か



窃
)

「
美
含
郷
」
の
項
に
一
銭
ー
一
吉
卓
也
郡
茎
所
在
、
国
名
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
太
田
文
」
に
「
美
含
正
八
十
四
町
三
反
三
百
三
十
歩
、
領
家
浄
土
寺
段
、

B

E

(

当

地
頭
加
賀
民
部
入
選
行
来
-
と
あ
り
、
中
世
に
「
美
含
」

E
が
存
在
し
て
い
た

坂
町
指
抗
付
近
は
『
和
名
抄
』
の
二
方
郷
に
あ
た
る
。

『
浜
坂
町
史
』
に
よ
る

ら

二
方
神
社
は
、

中
古
荒
廃
し
て
祭
神
も
不
明
と
な
る
。
こ
と
に
一
六
正
六
(
二
エ

七
八
)
年
五
月
の
洪
水
で
社
設
が
流
失
し
た
が
、
貞
享
三
〈
一
六
人
七
)
年
六

一
と
が
知
ら
れ
る
c

月
ま
で
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
再
建
後
は
大
己
責
命
を
祭
記
す
る
よ

、

E

う
に
な
っ
た
と

L
う
現
在
の
二
方
神
社
は
久
斗
川
棒
の
水
田
の
中
に
所
在
し

し
か
し
、

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
や
『
校
補
但
馬
考
』
に

(一辺一塁

「
今
一
詳
ム
ず
、
今
は
い
つ
れ
の
地
な
る
こ
と
を
し
ph'

す
」
と
記
す
よ
う
に
、
「
美

含
」
の
位
置
は
判
然
と
せ
ず
、
郡
家
位
置
も
不
明
で
あ
る
。

て
い
こ
え
そ
の
社
地
は
約
二

0
メ
ー
ト
ル
四
方
で
あ
る
が
、
一
向
限
線
と
東
限
線

は
条
豆
地
割
に
の
っ
て
い
る
。
条
事
一
施
行
地
に
神
社
が
転
移
し
た
の
か
そ
れ
と

同
二
方
郡
家

『
和
名
抄
』
の
二
十
つ
郡
は
久
斗
・
二
方
一
・
白
八
ム
・
大
庭
・
八
太

・
陽
口
・
力
阪
・
熊
野
・
温
泉
の
九
四
叫
を
管
し
、
そ
の
郡
域
は
但
馬
西
端
を
北

も
神
社
が
条
豆
地
割
の
基
準
に
な
っ
た
の
か
判
然
、
と
し
な
い
二
今
後
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

流
す
る
岸
田
川
流
域
を
占
め
る
。

と
こ
ろ
で
、
二
方
神
社
の
所
在
地
は
浜
坂
町
指
抗
の
「
元
折
」
で
あ
る
。

地

「
二
万
一
め
名
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
『
旧
事
本
紀
』

K
「
二
方
国
造

志
賀
穴
穏
朝
御
世
、
出
雲
国
造
向
祖
遷
狛
一
奴
ム
叩
孫
美
尼
ー
一
布
命
走
喝
国
造
L

と

あ
る
。
岸
田
川
下
流
域
の
浜
坂
平
野
周
辺
に
は
多
数
の
古
墳
が
分
布
寸
る
が
、

籍
図
に
よ

η
神
社
付
近
の
コ
ア
ザ
を
検
討
す
る
と
「
丸
田
」
・
一
沖
田
」
・
「
九

一
反
函
」
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
隣
の
浜
坂
町
，
白
井
で
は
一
荒
木
一

レ
子
れ
も
郡
家
跡
検
出
の
手
掛
町
と

「

朴

叶

ーの
&

「
追
一
積
」
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

代

な
か
で
も
浜
坂
町
戸
自
に
は
こ
の
地
方
を
支
配
し
、

の
ち
に
二
方
国
造
と
よ
ば

れ
た
豪
践
の
前
身
を
な
寸
有
刀
者
mu
墳
墓
「
ひ
き
ご
塚
古
墳
一

(灯)

カ
あ
る
c

ま
た
、
浜
坂
平
野
北
東
域
の
浜
坂
町
指
抗
に
は
式
内

社
二
方
符
社
も
一
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
古
墳
・
式
内
社
の
分
布
か

還泉町井土地籍図

ら
み
る
と
「
二
十
円
一
」
の
中
心
地
域
は
近
、
坂
平
野
で
あ
る
こ
と
が

知
ム
一
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、

二
方
郡
家
も
浜
坂
平
野
に
お
か
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

図5

か
れ
た
可
能
性
の
強
い
式
内
社
二
万
神
社
付
近
と
「
ひ
き
ご
相
場

古
情
唄
)
付
近
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
c

前
者
の
六
内
社
二
万
神
社
は
浜
坂
町
指
抗
に
一
内
在
す
る
。
浜



な
る
も
の
は
検
出
さ
れ
な
い
。

後
者
の
「
ひ
き
ご
塚
古
墳
」
は
浜
坂
平
野
南
部
の
浜
坂
町
戸
田
に
あ
る
。
一
戸

田
の
地
籍
図
を
検
討
し
た
が
、
こ
こ
で
も
郡
家
跡
解
明
の
手
掛
り
と
な
る
も
の

は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
岸
田
川
中
・
下
流
域
の
地
籍
図
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
浜
坂

か
ら
南
へ
約
七
キ
ロ
の
混
泉
町
井
土
の
水
田
で
「
郡
治
」
の
コ
ア
ザ
を
検
出
し

た
。
温
泉
町
井
土
は
春
木
川
が
岸
田
川
に
合
す
る
合
流
点
付
近

K
立
地
す
る
。

集
落
内
に
は
奈
良
樹
の
#
土
廃
寺
跡
も
所
在
す
る
。
廃
寺
跡
は
「
郡
'
泊
」
の
水

田
面
よ
旬
、
比
一
向
一

0
1
ニ
O
m
の
段
丘
上
に
あ
っ
て
、
現
地
で
は
「
ド
ウ
ノ

サ
カ
」
と
呼
び
、
輯
(
堂
)
が
犯
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
籍
図
で
の
位
置

は
「
堂
/
商
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
井
土
集
落
に
南
接
し
て
温
泉
町
a

竹
田

集
落
が
あ
る
。
竹
田
集
落
は
『
延
喜
式
』
の
山
陰
道
の
「
面
沼
田
思
」
に
比
定
さ

-g 

れ
て
お
り
、
式
内
社
面
沼
神
社
が
配
ら
れ
て
レ
る
。
面
沼
神
社
の
祭
神
は
二
方

国
造
と
の
関
係
を
推
定
さ
せ
る
「
美
尼
布
命
」
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
「
郡

治
」
以
外
に
、
郡
領
寺
を
推
定
さ
せ
る
廃
寺
跡
・
式
内
社
の
存
在
、
さ
ら
に
、

交
通
的
位
貨
な
ど
か
ら
考
え
る
と
二
方
郡
家
は
井
土
集
落
付
近
た
お
か
れ
て
い

た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
古
墳
分
布
・
式
内
社
二
方
神
社
の
存
在
、

さ
ら
に
、
広
レ
生
産
地
境
な
ど
を
考
え
る
と
浜
坂
付
近
の
所
在
も
す
て
が
た
い
。

お
そ
ら
く
、

「
二
方
国
」
が
独
立
国
で
あ
っ
た
こ
ろ
は
、
浜
坂
平
野
氏
政
治
的

中
心
が
お
か
れ
て
い
た
の
が
、
但
馬
国
に
併
合
さ
れ
た
後
、
す
な
わ
ち
但
馬
国

二
方
郡
と
な
っ
て
か
ら
は
、
交
通
的
要
地
で
あ
る
山
陰
道
の
面
沼
駅
近
く
に
政

治
的
中
心
が
移
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ω七
美
郡
家

『
和
名
抄
』
の
七
美
郡
は
兎
束
・
七
美
・
小
代
・
射
添

・
駅
家
の
五
郷
を
管
し
、
矢
田
川
中
・
上
流
と
そ
の
支
流
・
湯
舟
川
流
域
を
そ

の
説
域
と
す
る
。
七
美
郡
家
は
七
草
究
都
内
の
地
形
や
生
産
地
域
か
ら
推
定
す
る

と
村
岡
盆
地
に
お
か
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

村
岡
盆
地
は
東
西
約

0
・
八
キ
ロ
、

南
北
約
六
キ
ロ
の
湯
舟
川
に
沿
う
狭
小

な
盆
地
で
あ
る
。
盆
地
内
の
南
半
は
「
太
田
文
」
に
も
「
長
講
堂
領
兎
東
庄

五
十
二
町
一
反
半
三
十
歩
」
と
記
さ
れ
る
「
兎
東
郷
」
で
あ
る
。
北
半
は
一
七

美
郷
」
で
「
太
田
文
」
に
「
長
講
堂
領
七
美
正
田
三
十
三
町
」
と
あ
る
。

盆
地
内
で
の
郡
家
跡
解
明
の
手
掛
り
と
な
る
も
の
に
郡
名
を
負
「
式
内
社
志

都
美
神
社
と
奈
良
期
の
さ
瓦
散
布
地
が
あ
る
。
前
者
の
志
都
草
犬
神
社
は
『
特
選

神
名
牒
』
で
は
所
在
地
が
不
詳
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
星
人
の
ロ
碑
に
よ
る
と
村

岡
町
板
仕
野
の
郡
主
神
社
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。
『
美
方
郡
誌
』
も
「
往
古

ハ
郡
ノ
一
宮
ニ
テ
式
内
郷
社
ナ
リ

4
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
板
仕
野
は
湯

舟
川
の
小
支
流
の
河
谷
平
野
の
谷
奥
で
交
通
的
に
不
便
で
あ
り
、
地
籍
図
に
も

。，b。ー
・

「
中
汗
」

「
侮
ケ
坪
」
な
ど
の
コ
マ
ザ
が
検
出
さ
れ
る
程
度

「
品
且

7
下
」

で
郡
家
地
と
す
る

K
は
疑
義
が
生
じ
る
。

後
者
の
奈
良
期
ぬ
古
瓦
散
布
地
は
、
盆
地
の
主
邑
村
岡
か
ら
南
へ
約
二
キ
ロ

の
と
こ
ろ
に
立
地
す
る
村
岡
町
寺
苅
内
で
あ
る
。
寺
河
内
集
落
背
後
の
台
地
上

に
観
樹
院
警
性
寺
が
あ
る
。
古
瓦
散
布
地
は
こ
の
寺
院
の
裏
で
あ
る
。
現
地
は

雑
木
林
の
な
か
で
未
発
掘
で
あ
る
の
で
、
廃
寺
院
の
規
模
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。

寺
河
内
の
地
籍
図
に
は
「
長
者
ケ
平
」

「
合
ノ
坪
一

「
文
堂
」
な
ど
の
コ

ア
ザ
が
検
出
さ
れ
る
の
み
で
郡
家
所
在
地
に
つ
い
て
は
は
っ
き

n，
し
な
い
。
し

か
し
、
古
瓦
散
布
地
に
は
金
で
装
飾
し
た
馬
具
・
力
が
出
土
し
た
古
績
が
あ
る
。

ま
た
、
寺
河
内
に
西
接
す
る
高
井
集
落
に
も
村
岡
盆
地
に
お
い
て
は
優
大
規
穫

の
前
方
後
円
墳
二
基
、
推
定
古
窯
跡
な
ど
が
あ
る
。

さ
ら
に
、

一
向
穫
す
る
市
原

集
落
に
は
式
内
社
等
絵
神
社
も
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
分
布
か
ら
推
定
す



る
と
寺
河
内
付
近
は
古
代
村
岡
盆
地
の
中
心
で
、
郡
家
も
こ
の
辺
に
お
か
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
確
な
位
置
比
定
に
は
今
後
の
検
討
を
必
要
と

す
る
。

お

わ

り

に

地
籍
図
の
コ
ア
ザ
や
古
墳
な
ど
の
古
代
遺
跡
か
ら
推
定
し
た
郡
家
想
定
地
は

但
馬
国
内
の
主
要
交
通
路
に
位
置
す
る
。
と
く
に
、
朝
来
・
養
父
・
七
美
・
二

方
の
各
都
一
家
は
『
延
喜
弐
』
の
山
陰
還
に
位
置
し
、
気
多
・
城
崎
・
美
含
の
各

都
家
は
明
確
な
史
料
は
現
存
し
な
い
が
、
現
在
の
国
道
三
一
二
号
・
一
七
八
号

が
鰭
襲
す
る
交
通
路
に
位
置
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

郡
一
京
地
を
豊
田
州
市
三
宅
付
近
と
す
れ
ば
、
主
要
交
通
路
か
ら
や
や
は
ず
れ
る
c

出
石

す
な
わ
ち
、
出
石
郡
を
通
過
し
た
交
通
路
に
、

い
わ
ゆ
る
「
丹
後
路
」
が
あ
る

「
丹
後
路
」
は
但
馬
国
府
と
丹
後
国
府
を
結
ぶ
も
の
で
『
但
馬
国
正
税
帳
』
に

も

「

費

免

罪

赦

書

長

使

単

壱

拾

伍

日

控

刊

日

露

間

故

註

ユ

崎

北

蒲

躍
だ
百
十
個
↓
判
官
同
米
」
な
ど
が
記
さ
れ
、
そ
の
存
在
が
実
証
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
丹

後
路
」
に
は
『
延
喜
式
』

κ記
載
さ
れ
て
い
こ
9

「
春
野
獣
」
が
お
か
れ
、
そ
の

コ
i
ス
は
出
石
か
ら
但
東
町
を
経
て
京
都
府
野
田
川
町
四
立
に
至
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
V

る。

そ
う
な
る
と
、
前
述
の
と
お

η
、
出
石
託
家
は
こ
の
コ

i
ス

か
ら
は
ず
れ
た
位
置
に
あ
る
。
出
石
郡
家
は
よ
、
ャ
ヶ
か

hJ
郡
家
へ
変
移
し
た
と

推
定
で
き
る
郡
家
で
あ
る
。
ミ
ヤ
ケ
は
水
陸
交
通
に
密
接
な
静
岡
係
を
も
っ
位
置

(
位
)

に
立
地
す
る
と
い
う
。
そ
う
な
る
と
、

司
包
。

「
丹
後
路
一
等
の
再
検
討
も
必
要
と
な
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